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五十歩百歩と思えることも
積み重ねると五十歩百歩ではなくなる話
毎朝、歩いてくる子どもたちを見ていて、この子たちは、無料でできる、素晴ら

しいトレーニングを、意識しないうちに、毎日しているんだということを思います。
そして、そのような子どもたちの送り出しをしてくださっている保護者の皆様に

心の中で感謝するのです。

もちろん、子どもの怪我や体調、特性等もありますので、歩けない場合や送らな
ければならない場合もあります。加えて、近年は交通面や安全面での心配もありま
すので、無理は言えない面があることも理解できます。そのような場合にまで無理
するように言っているわけではありません。

ところで、朝の登校時、歩かせようが、ちょっと車で送ろうが、五十歩百歩、大し
て変わりはないと思われるかも知れません。しかし、これが一年間積み重なると、
大して変わらないとは、とても言えなくなるのです。

例えば、学校まで 1km の所に家がある子どもが毎日歩いたとします。登校する日
は一年間で約 200 日ありますので、この子は（朝だけで）何と 200km 歩くことにな
ります。一方、毎日校門の近くまで送ってもらったとします。校門までは約 10m。
一年間でわずか 2km。その差は 198km。これが小学校卒業まで続けば、1188km。
この距離は、船に乗り、国道をずっと歩いたとして、壱岐から何と東京を越えて

しまう距離なのです。

しかも、歩くことの効果は、心肺機能や体力、脚力等の強化だけにとどまるもの
ではありません。例えば、温度や風等を感じる皮膚感覚、見える物や聞こえる音等、
視覚や聴覚からも、子どもの脳に良い刺激が届きます。その刺激は、学校で学習に
集中できる頭への切り替えにもつながります。
また、歩いて行くためには、朝食・起床から逆算して寝る時間等も考える基本的

な生活習慣づくりにもつながる等、その効果には、とても大きなものがあります。

「歩かせようが車で送ろうが五十歩百歩」かも知れませんが、子どもの今、そし
て、将来を考えて、毎朝、親としてどのような選択をするかは、実は大きなことな
のです。

今回は歩くことを例にお伝えしましたが、この他にも、日々の子育ての中では、「五
十歩百歩」と思えるようなものがたくさんあるものです。
その違いは、それこそ「五十歩百歩」。けれども、それらを疎かにせず、積み重ね

ることで、その影響や効果は大きく変わっていく可能性も、またあるものです。
子どもを伸ばす一つの方法は、ここにもあるようです。

今回は、２＋１＋１＋１＋１で、合計「６」。これを前回の「２４」と合わせて「３０」にな
りました。ついに「３０」の大台に突入です。今回も、紙面の都合で、紹介できなかった分が、
まだまだたくさんあります。皆様、次号をお楽しみに！

◇１年生と２年生が、町探検の校外学習で、しっかり見
学し、見学したことを詳しくまとめることができたの
で、「２」

◇３年１組の子どもたちが、この前のプール開き集会の
時、話の聞き方がとてもよかったので、「１」

◇３年２組の子どもたちが、道徳の勉強の様子を、他の
学校の先生に見てもらい、素晴らしい勉強ができてい
るとほめてもらったので、「１」

◇４年１組の子どもたちが、社会科見学から学校に戻るのが遅くなった４年２組の友達のために、
４年２組の給食の食かんや食器等を代わりに取りに行ってくれたので、「１」

◇４年２組の子どもたちが、土木工事現場見学の見学先で、とてもたくさんの質問ができて、見学
先の人から素晴らしいとほめられたので、「１」
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学校支援会議「源泉の会」
委員の皆様、ご出席、ありがとうございました。

６月１５日（火）に今年度第１回目の学校支援会議「源泉の会」を行いました。
会議では、会長に赤木貴尚様、副会長に松永晃生様を選出し、今年度の子育て共

有目標や主な活動等を協議しました。また、本会は、「学校支援会議」から「コミ
ュニティ・スクール」への移行を進めていくことも決まりました。
源泉の会のご協力を得て、地域、ＰＴＡ、学校が、これまで以上に連携した子育

てを進めていくことで、子どもたちの更なる成長につなげたいと思います。
委員の皆様、ご協力をよろしくお願いいたします。

委員の皆様のご紹介

◇地域実践部委員の皆様

武生水地区公民館長 横山秀敏 様
青少年健全育成協議会長 平田久司 様
老人会代表 立川省司 様
婦人会代表 赤木悦子 様
民生委員児童委員代表 野口慶子 様
人権擁護委員代表 大浦五九子様
図書ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ代表 大島めぐみ様
JA武生水地区青年部代表 寺田 久 様
歴代ＰＴＡ会長代表 赤木貴尚 様

◇家庭実践部委員の皆様

ＰＴＡ会長 松永晃生 様
ＰＴＡ副会長 山内 豊 様
ＰＴＡ副会長 中尾拓也 様
ＰＴＡ副会長 松尾智恵 様
ＰＴＡ副会長 別府麻美 様

＜7月＞
5日（月）：全校朝会・代表委員会③
6日（火）：食育・給食指導（3、4年）
6日（火）：食育・給食指導（3、4年）
7日（水）：租税教室（6年）
13日（火）：全校体育
13日（火）：ｴﾝｼﾞｮｲ・ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ（6年）
14日（水）：支部児童会・集団下校
20日（火）：第１学期終業式

夏休み
21日（水）～8月31日（火）

＜8月＞
9日（月）：登校日 平和学習
20日（金）：登校日

主な行事予定

※上記の内容は、あくまで現時点で
の予定であり、変更になる場合が
あります。
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１５日（火） 薬物乱用防止教室（６年生）
壱岐警察署 小鉢様から、ご指導いただきました！

６年生を対象とした薬物乱用防止教室を、この日、体育館で行いました。
講師として、壱岐警察署の小鉢賢佑様に来校いただき、薬物の恐さ、身近なところ

での巧みな甘い誘惑の手口等について、子どもたち
にわかりやすく指導していただきました。話の中で
触れられた三つの約束「正しい知識を持つ、薬物を
勧められても NO と断る勇気を持つ、自分自身を大
切にする」を、子どもたちも心に刻むことができた
と思います。
ご多用な中、ご指導いただいた壱岐警察署小鉢様、

本当にありがとうございました。
薬物乱用防止に関する答えは「いかなる理由があ

ろうとも、絶対に子どもたちに関わらせてはならな
い」しかありません。学校でも家庭でも、子どもた
ちに厳しく教えていかなくてはなりません。

１５日（火）、１６日（水） 土木工事現場見学（４年生）
男女岳ダム、郷ノ浦浄水場を見学しました！

壱岐振興局主催の土木工事現場の見学事業に、４年生が参加しました。
本校は一学年の人数が多いために、１組、２組が、

それぞれ別の日に行いました。 見学先は、男女岳ダ
ムと郷ノ浦浄水場です。この見学は、社会科の学習と
の関連もふまえて行ったのですが、実際に見学できる
ことの持つ効果には、とても大きなものがあります。
両クラス、見学先でのマナーやメモのとり方、たく

さんの質問、移動のバスの中での態度等、とてもよく
できていたところも、４年生の素晴らしさです。

１７日（木） 拡大代表委員会
３年生以上の子どもたちで、手洗いの徹底について話し合いました！

３年生以上の子どもたちが集まって、代表委員会の様子を見ながら、議題に対する
取組を全員で考えていく「拡大代表委員会」を行いました。
この日の議題は、「手洗いをきちんとしよう」でした。
各学級の代表の子どもたちの真剣な話し合いや、出さ

れた意見を受けての全員での意見交換等、手洗いの徹底
に向けて、子どもたちなりによく考えて、取組内容を決
めることができました。
これは、子どもたち自身が新型コロナウイルス感染症

対策を考えることにもつながるものであり、手洗いの取
組を、今後も徹底していきます。

１７日（木） 子ども安全点検
子どもたちが、危険な箇所はないか点検を行いました！

大人の人に整えてもらうばかりではなく、自分たちの目でも、危険箇所はないか
等を点検する、「子ども安全点検」を行いました。
学校では、職員が、毎月１日に学校内の安全点検を行

っているのですが、大人の目だけでなく、子どもたちの
目で見ることで気づくこともあることや、すべてを大人
に整えてもらうだけでなく、自分たちでも気をつける姿
勢を身につけさせたいことから行うようにしています。
この日は、それぞれの担当箇所を子どもたちが見て回

り、点検することができました。

２１日（月） 全校体育（ラジオ体操）
実は、かなりハードなラジオ体操。基本的な動きを練習しました！

新しい朝が来た、希望の朝だ♪♪♪ ラジオからの、少し音割れのしたこの曲を
聞くと、夏休みのラジオ体操を思い出される保護者の皆様も多いのではないでしょう
か？
この日の全校体育では、夏休みを１か月後に控えていることもふまえて「ラジオ体

操」の基本的な動きを練習しました。子どもたちもお手本の動きの一つ一つを練習し
ながら、頑張りました。
テレビでラジオ体操を見てみると、一つ一つの動きがよくわかりますし、それを真

似て真剣に行うと、かなりハードな動きにもなります。子どもの頃を思い出して、一
度、子どもたちと一緒にやってみられることをお勧めします。

２１日（月）～ 学びの型づくりに向けて授業公開
授業中の学習の仕方を見てもらっています。みんなよく頑張っています！

本校では、授業中、自分で進める学習の仕方がどれだけ身に付いたかを見てもら
う授業公開を、すべての学級で、年２回行うようにしています。

その中の１回目の取組を、２１日（月）から始めて
いますが、ここまで見たどの学級でも、子どもたちの
頑張りが見られました。
目指す学習の姿は、「自分で課題を立てて、その課

題解決に向かって自分で調べ、調べたことをみんなで
話し合い、解決方法を見つけます。見つけた解決方法
を使って、練習問題等をたくさん解く。」というもの
ですが、多くの子どもたちが、その学び方を身に付け
つつあります。確かな学力を身に付けるために、これ
からも学び方がしっかり身に付くように指導を進めて
いきます。


